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業績概況



3

第３四半期累計連結業績概要

連結
2014年3月期

３Ｑ累計

2015年3月期

３Ｑ累計

前年同期比

増減額・率

売上高 29,233 37,918 +8,685 +29.7%

営業利益 3,140 7,940 +4,800 +152.8%

経常利益 3,229 8,173 +4,944 +153.1%

当期純利益 2,574 5,295 +2,720 +105.7%

単位：百万円
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セグメント情報

連結
2014年3月期

３Ｑ累計

2015年3月期

３Ｑ累計

前年同期比

増減率

売
上

電源機器 2 2 , 6 2 4 3 1 , 0 2 2 +37.1%

変成器 6 , 6 0 8 6 , 8 9 5 +4.3%

連結計 2 9 , 2 3 3 3 7 , 9 1 8 +29.7%

営
業
利
益

電源機器 2 , 6 4 7 7 , 2 1 9 +172.7%

変成器 4 9 2 8 6 8 +76.2%

調整額 - △1 4 7 -

連結計 3 , 1 4 0 7 , 9 4 0  +152.8%

単位：百万円
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セグメント別売上高概況

＜サマリ＞

電源

機器

パワーコンディショナ： 前年同期比 +57.0％

系統接続問題後も住宅用・低圧連系
市場は堅調に推移、増収路線を維持

変成器
高周波トランス： 前年同期比 +7.7％

ベトナムで高周波トランス需要が伸張



6

商品セグメント別売上構成四半期推移
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単位：百万円
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売上高・利益 四半期推移
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単位：百万円

資産 14/3月末 14/12月末

現金及び預金 2,296 5,104

売上債権 9,080 13,054

棚卸資産 4,717 6,733

その他流動資産 927 1,825

固定資産合計 6,950 8,400

繰延資産 5 2

資産合計 23,977 35,121

負債・純資産 14/3月末 14/12月末

買掛債務 6,943 8,979

短期借入金等 2,915 2,938

その他流動負債 3,469 5,611

長期借入金等 2,225 2,329

その他固定負債 1,542 2,852

純資産合計 6,880 12,409

負債・純資産合計 23,977 35,121

比較貸借対照表・安全性指標
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今後の取組み
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新中期経営計画「ＭＢＰ２０」（１月２９日発表）
前中期経営計画の基本戦略 “SHIFT THE POWER” を継承し発展させます。

グローバル・パワーソリューション・カンパニー

Global Power-Solution Company 

３つのアクションプラン
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事業領域の明確化

エネルギー・産業機器・輸送機器・ヘルスケア/医療機器の４分野へ、
「特徴あるデバイスとひと味違うパワーソリューション・プロダクツ」を展開します。

エネルギー分野

パワーエレクトロニクス

技術

産業機器分野

ヘルスケア・
医療機器分野

輸送機器分野
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製品開発方針の明確化

「３層マーケティング体制」により短期・中期・長期それぞれの期間に応じて領域・責任を
明確にした、持続的な成長を可能とする製品開発体制の構築に取り組みます。

用
途
開
発

Ｒ
＆
Ｄ

お客様ニーズの
引き出し

市場シーズの探索
勝てるラインアップ

マクロトレンドの見極め
バックキャスティング

短 長

近

遠

「Ｅ１０００構想」
技術プロフェッショナル１０００人体制
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経営基盤の強化①

事業収益を技術先行型の先進技術へ積極的にＲ＆Ｄ投資することで長期に亘る
競争優位性を確立し企業価値を最大化します。

高収益
キャッシュフロー

技術先行型R&D

積極投資

企業価値向上
ステークホルダー

還元

財務基盤充実
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経営基盤の強化②

事業領域の明確化、製品開発方針の明確化、収益目標の達成へ、
人財を軸とした組織強化に断続的に取り組みます。

組織人事 ガバナンス

ダイバーシティ ブランド

人財
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連結収益目標
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（予想）

2017年度

（目標）

2020年度

（目標）

営業利益
105億円

売上高
520億円

売上高
750億円

営業利益
120億円

売上高
1,000億円

第1
ステージ

第2
ステージ

ＭＢＰ１５ ＭＢＰ２０

Shift The Power Global Power-Solution Company 

2020年度連結売上1,000億円企業へ、持続的な成長を実現します。
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２０１５年３月期見通し
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２０１５年３月期 連結業績予想
単位：百万円

連結
３Ｑ実績

（累計）

通期予想

（修正前）

通期予想

（上方修正）

売上高 37,918 51,000 52,000

営業利益 7,940 9,500 10,500

経常利益 8,173 9,500 10,500

当期純利益 5,295 6,000 6,600

期末配当金
一株当たり ８円

（中間配当実績 ５円/株）

通期業績上方修正、営業利益105億円へ
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セグメント別半期売上推移
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お願い

当資料に記載されている、当社又はグループに関す
る見通し、方針、戦略等は、現時点での入手可能な
情報に基づき、合理的と判断した前提のもと予測した
ものです。実際の業績は今後起こりうる様々な要因に
よって異なることがあるということをご理解ください。


